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我
交
は
日
常
生
活
に
於
て
道
徳
的
行
爲
に
對
し
て
極
め
て
無
雑
作
に
善
悪
の
慨
値
判
断
を
下
す
の
が
邇
例
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
そ
の
善

或
は
悪
と
は
如
何
な
る
意
競
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
点
に
な
る
と
、
是
れ
ま
た
甚
だ
漠
然
た
る
も
の
あ
ろ
を
苑
れ
蔵
い
。
更
に

之
を
倫
理
學
者
の
意
見
に
徴
し
て
見
て
も
諸
種
の
異
説
が
行
は
れ
て
ゐ
て
俄
か
に
決
定
す
る
こ
と
は
頗
る
困
難
筵
感
す
る
所
で
あ
る
。
果

し
て
然
ら
ば
、
由
來
倫
理
的
色
彩
の
極
め
て
濃
厚
な
る
宗
教
な
り
と
言
は
れ
て
ゐ
る
佛
激
に
於
て
ば
、
此
の
善
悪
を
如
何
な
る
意
味
に
理

解
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
か
・
以
下
阿
含
聖
典
を
中
心
と
し
て
原
始
佛
教
の
善
悪
槻
を
少
し
く
検
討
し
て
見
よ
う
と
思
為
。

諸
悪
莫
作
諸
善
奉
行
自
淨
其
意
是
諸
佛
教

＄
ず
ご
画
弓
劉
宅
駕
溺
寧
‐
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憎
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岸
厚
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置
＄
蜜
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冠
夢
、
夢
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弓
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働
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①
騨
冨
層
胃
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○
四
夢
ご
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曽
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冒
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回
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禽
底
劉
口
穆
闘
切
餌
圓
騨
目
．
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の
一
偽
は
墹
一
阿
含
經
第
四
十
四
巻
、
四
分
僧
戒
本
、
四
分
律
比
丘
戒
本
、
四
分
比
丘
尼
戒
本
、
摩
訶
僧
祗
律
大
比
丘
戒
本
、
腰
訶
僧
祗

比
丘
尼
戒
本
、
十
諦
比
玩
波
羅
提
木
叉
戒
本
、
有
部
遊
説
尼
戒
經
等
に
は
過
去
七
佛
中
の
第
六
迦
葉
佛
の
偶
と
せ
ら
れ
、
叉
有
部
砒
奈
耶

第
五
十
審
、
有
部
泌
調
尼
砒
奈
耶
第
二
詐
巻
、
有
部
戒
經
、
根
本
薩
姿
多
部
律
溌
第
十
四
巻
等
に
は
第
七
灘
迦
佛
の
所
偶
と
せ
ら
れ
、
天

台
の
法
華
玄
義
（
二
上
）
に
は
過
去
七
佛
通
戒
の
偶
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
斯
く
の
如
き
は
勿
論
後
世
の
假
托
に
し
て
到
底
歴
史
的
事
変
を
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示
す
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
が
、
併
し
本
偽
は
既
に
法
何
經
中
に
も
發
見
せ
ら
れ
得
る
か
ら
そ
の
成
立
は
可
成
り
早
い
時
代
に
属
す
る
こ

と
だ
け
は
確
か
で
あ
ら
う
。
而
し
て
増
一
阿
含
維
蕊
一
巻
は
本
偶
に
就
い
て
「
増
一
阿
含
は
一
偶
の
中
よ
り
便
ち
三
十
七
〔
道
〕
品
及
び

諸
法
を
出
生
す
る
な
り
」
と
か
、
「
四
阿
含
の
義
は
一
偶
の
中
に
識
く
、
諸
佛
の
教
及
び
粋
支
佛
・
蕊
聞
の
教
な
具
足
す
れ
ば
な
り
」
等
と
；

説
い
て
ゐ
る
か
ら
、
翰
一
阿
含
に
依
る
限
り
本
偶
は
佛
陀
教
諭
の
總
結
で
あ
り
、
從
っ
て
本
偶
中
に
説
か
る
る
「
悪
滋
作
す
こ
と
莫
れ
」

と
「
善
を
奉
行
せ
よ
」
と
は
佛
教
に
於
て
は
極
め
て
重
大
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
其
の
善
及
び
悪

と
は
一
体
如
何
な
る
内
客
を
有
す
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
今
之
を
増
一
阿
含
経
自
身
の
解
騨
に
徴
す
る
に
「
諸
悪
莫
作
と
は
戒
具
之
禁
の

清
白
行
な
り
。
諸
善
奉
行
と
は
心
意
の
清
淨
な
り
。
自
淨
其
意
と
は
邪
顛
倒
を
除
く
造
り
。
是
諸
佛
教
と
は
愚
惑
の
想
を
去
る
な
り
」
と

説
示
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
悪
と
は
禁
戒
瞳
犯
す
こ
と
で
あ
っ
て
、
彼
の
巴
利
文
法
句
經
の
註
濯
倉
冒
○
○
日
目
の
凰
胃
冒
○
眉
啓
①

固
冒
冒
冒
息
昌
息
。
患
ｄ
な
ど
の
示
す
如
く
、
不
善
業
（
鼻
息
農
掌
冒
目
目
角
）
の
謂
で
あ
り
ゞ
善
と
は
心
の
清
淨
な
る
こ
と
で
出
曜
嬢
（
第

二
十
五
巻
）
に
「
止
観
の
妙
薬
を
以
っ
て
飢
想
を
焼
滅
す
る
」
と
あ
る
如
く
止
観
に
依
っ
て
煩
悩
を
減
す
る
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ら
う
。

從
っ
て
禁
戒
を
持
ち
禰
定
を
修
し
「
道
根
（
慧
）
溌
成
じ
て
」
（
出
曜
経
）
邪
顛
倒
が
除
か
れ
る
の
が
自
淨
其
意
で
あ
る
。
從
っ
て
木
偶

の
糖
紳
は
戒
定
慧
の
三
學
遂
没
践
修
行
せ
し
め
て
解
脱
を
得
せ
し
む
る
こ
と
を
教
へ
る
こ
と
が
諸
佛
教
説
の
本
旨
た
る
こ
と
を
明
に
し
た

も
の
に
他
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
（
職
伽
諭
第
十
九
巻
参
照
）
・
’
尚
、
法
華
玄
義
（
二
上
）
は
諸
悪
を
四
趣
に
、
衆
善
を
人
天
に
、
淨
意

と
二
乗
菩
薩
佛
に
配
樺
し
て
ゐ
る
が
、
惟
ふ
に
是
れ
は
破
戒
の
者
は
地
獄
等
の
凶
悪
趣
に
堕
し
、
修
祁
の
渚
は
人
天
に
生
れ
、
智
慧
に
依
〃

っ
て
雛
聞
縁
毘
菩
薩
佛
の
四
聖
に
到
る
と
い
ふ
所
か
ら
、
因
行
よ
り
も
果
徳
に
中
心
を
置
い
て
解
樺
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
特
に
之
を
十

界
に
配
営
し
た
所
以
は
天
台
に
在
っ
て
は
十
界
駐
重
歩
る
か
ら
で
あ
ら
う
と
老
へ
る
。

然
ら
ば
戒
を
犯
す
こ
と
が
何
故
に
悪
で
あ
り
、
定
を
修
す
る
こ
と
が
何
故
に
善
で
あ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
此
の
問
題
を
解
決
す
る
に
際
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そ
こ
で
然
ら
ば
佛
陀
は
善
悪
を
如
何
に
考
へ
て
ゐ
ら
れ
た
の
で
．
あ
ら
う
か
。
阿
含
聖
典
に
は
善
悪
に
就
い
て
数
数
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
に

拘
ら
ず
ｎ
善
悪
の
概
念
を
明
瞭
に
且
つ
組
織
的
に
規
定
し
た
所
は
一
つ
も
見
當
ら
な
い
。
寧
ろ
善
悪
の
徳
目
を
掲
げ
て
、
善
の
徳
を
行
ふ

の
が
善
で
あ
り
、
不
善
の
徳
監
行
ふ
の
が
悪
で
あ
る
と
い
ふ
風
に
説
く
の
が
定
型
的
説
明
で
あ
る
。
例
へ
ぼ
曾
て
世
尊
が
王
舍
城
の
迦
蘭

陀
竹
園
に
住
在
せ
ら
れ
た
時
、
婆
嵯
種
（
３
，
．
冒
侭
旦
曾
）
の
出
家
が
善
及
び
不
善
に
就
い
て
説
か
れ
ん
こ
と
を
諸
ふ
た
の
に
對
し
て
、

佛
は
次
の
如
く
略
説
せ
ら
れ
た
。
即
ち

婆
蹉
ょ
。
貧
は
不
善
な
り
、
不
貧
は
善
な
り
。
腹
は
不
善
な
り
、
不
腫
は
善
な
り
。
擬
は
不
善
な
り
、
不
凝
は
善
な
り
。
婆
蹉
よ
・

是
く
の
如
く
此
れ
等
三
法
は
不
善
な
り
、
三
法
は
善
な
り
。
婆
蹉
よ
・
殺
生
は
不
善
な
り
、
雛
殺
生
は
善
な
り
ｏ
不
與
取
は
不
善
蔵
り

し
て
先
づ
善
及
び
悪
の
言
葉
の
意
味
に
就
い
て
勘
し
く
心
得
て
置
く
必
要
が
あ
ら
う
ｏ
善
と
課
出
せ
ら
れ
た
言
葉
に
は
冒
畠
昏
念
．

渓
割
々
Ｈ
罰
留
“
）
或
は
冒
毎
冒
寧
（
吟
這
・
国
．
尉
隠
ｇ
等
が
あ
る
が
、
併
し
普
通
一
般
に
は
］
自
、
震
一
鱒
（
巴
）
冒
豊
霞
（
梵
）
で

あ
っ
て
此
れ
は
善
、
正
、
邇
営
、
有
益
、
健
全
、
熟
練
、
幸
鵬
等
の
意
味
を
持
っ
た
形
容
詞
で
あ
る
。
叉
悪
は
弓
愚
騨
の
課
語
で
あ
る

が
、
冨
罵
は
悪
、
不
正
、
卑
、
不
吉
、
不
健
全
園
不
幸
等
の
意
味
を
持
っ
た
形
容
詞
で
あ
り
同
時
に
中
性
名
詞
で
も
あ
る
。
更
に
鴬
ｇ
額

は
叉
思
斜
邑
昌
拶
屏
息
昌
酸
（
悪
不
善
）
と
熟
字
せ
ら
れ
て
数
数
不
善
と
同
じ
意
味
に
用
ひ
ら
れ
る
。
此
の
場
合
の
不
善
（
懐
吟
畠
皇
ら
と
は

単
に
善
に
非
ら
す
と
い
ふ
だ
け
の
意
味
に
非
ず
し
て
更
に
穣
極
的
内
溶
を
持
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
恰
も
笛
員
隊
Ｐ
が
唯
単
に

非
親
友
即
ち
友
達
に
非
渉
と
い
ふ
だ
け
の
意
味
に
非
ず
七
て
進
ん
で
敵
を
意
味
す
る
と
同
様
に
、
不
善
は
無
記
及
び
悪
を
意
味
す
る
に
非

ず
し
て
唯
悪
の
み
を
指
す
の
で
あ
る
。
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離
不
與
取
は
善
な
り
。
欲
邪
行
は
不
善
な
り
、
離
欲
邪
行
は
善
な
り
。
妄
語
は
不
善
な
り
、
雛
妄
語
は
善
な
り
。
雨
舌
は
不
善
な
り
、

離
雨
舌
は
善
な
り
。
鹿
悪
語
は
不
善
な
り
、
離
鹿
悪
語
は
善
な
り
。
統
語
は
不
善
な
り
、
雛
綺
語
は
善
な
り
。
食
は
不
善
な
り
、
離
食

は
善
な
り
。
腿
は
不
善
な
り
、
離
暎
は
善
な
り
。
邪
見
は
不
善
な
り
、
正
見
は
善
な
り
。
婆
蹉
ょ
。
是
く
の
如
く
此
れ
等
十
法
ば
不
善

な
り
⑮
十
法
は
善
な
り
（
員
．
舅
．
認
鱸
冒
昌
勧
司
：
呂
侭
３
首
．
靴
阿
含
經
第
三
悲
囮
籍
九
六
四
経
）

、

と
。
之
に
依
る
と
貧
腹
擬
の
所
謂
る
三
不
善
根
及
び
殺
生
乃
至
邪
見
の
所
謂
る
十
不
善
業
道
が
不
善
即
ち
悪
で
あ
り
‘
無
賃
無
暎
無
擬
の

三
善
根
及
び
雛
殺
生
乃
至
正
見
の
十
善
業
遁
が
善
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
る
が
、
併
し
何
故
に
此
れ
等
の
三
不
善
根
及
び
十
不
善
業
這
が

悪
で
あ
り
、
三
善
根
及
び
十
善
業
這
が
善
で
あ
る
か
に
就
い
て
は
何
等
説
か
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
但
し
經
典
に
は
次
下
に
此
等
三
種

の
善
法
不
善
法
及
び
十
種
の
善
法
不
善
法
を
如
實
に
知
れ
ば
解
脱
を
得
と
説
か
れ
、
て
ゐ
る
が
、
併
し
是
れ
は
解
脱
を
得
る
の
は
如
實
知
に

よ
る
と
い
ふ
意
味
で
あ
っ
て
、
直
接
善
法
に
依
る
と
い
ふ
意
味
で
も
無
く
、
況
ん
や
不
善
法
に
依
る
の
で
も
な
い
。
從
っ
て
右
の
善
法
或

は
悪
法
が
何
故
に
善
或
は
悪
で
あ
る
か
に
就
い
て
は
依
然
他
に
其
の
根
擴
を
索
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

雑
阿
含
経
第
三
十
七
巻
一
○
四
八
経
に
從
へ
ぱ
、
殺
生
乃
至
邪
見
な
多
く
智
ひ
多
く
行
ぜ
し
も
の
は
死
後
地
鍬
の
中
に
生
れ
、
後
ち
人

中
に
生
る
る
時
は
殺
生
せ
し
者
は
必
ず
短
涛
を
得
、
不
與
取
の
者
は
銭
財
多
難
に
し
て
、
邪
婬
の
者
は
妻
室
が
人
の
爲
め
に
圖
ら
れ
笹
妄

語
者
は
多
く
談
論
を
被
り
、
雨
舌
者
は
親
友
が
乖
離
し
，
悪
口
者
は
常
に
醜
謀
を
聞
き
、
綺
語
者
は
言
に
信
用
無
く
、
食
欲
者
は
読
糞
食

欲
を
増
し
、
腹
志
者
は
益
糞
腹
患
筵
増
し
，
邪
見
者
は
読
含
慰
擬
を
増
す
と
言
は
れ
、
此
に
反
し
て
離
殺
生
乃
至
正
見
を
多
く
菅
ひ
多
く

行
ぜ
し
者
は
死
後
直
ち
に
天
上
に
生
る
る
こ
と
荏
得
、
後
ち
人
中
に
生
る
れ
ぱ
、
雛
殺
生
者
は
必
ず
長
箒
を
得
、
離
不
與
取
者
は
銭
財
を

喪
は
歩
、
不
邪
婬
の
者
は
妻
室
修
良
に
し
て
、
不
妄
語
者
は
談
論
と
被
ら
ず
、
不
雨
舌
者
は
親
友
堅
固
で
あ
り
、
不
悪
口
者
は
常
に
妙
香

を
聞
き
、
不
統
語
者
は
言
が
信
用
せ
ら
鯉
、
不
貧
者
は
愛
欲
を
墹
き
ず
、
不
悪
者
は
腹
謹
を
増
さ
ず
、
正
見
の
者
は
悠
擬
を
増
さ
ず
と
論

脈
始
佛
教
に
於
け
る
韓
悪
の
意
義

I

一
○
五

L

■
９



原
始
伽
敷
に
於
け
る
蕊
悪
の
意
義
、
一
○
六

か
れ
て
居
り
、
叉
増
支
部
経
典
第
十
集
一
七
六
經
（
Ｆ
舅
脚
．
周
の
ｇ
日
魯
）
に
從
へ
ぱ
「
此
の
十
不
善
業
道
を
成
就
す
る
に
依
り
て

地
獄
あ
り
畜
生
あ
り
餓
鬼
あ
り
及
び
餘
の
悪
趣
あ
り
。
。
…
・
庇
の
十
善
業
這
を
成
就
す
る
に
依
り
て
天
あ
り
人
あ
り
及
び
餘
の
善
趣
あ
り
」

と
読
か
れ
て
ゐ
る
。
更
に
叉
雑
阿
含
經
第
三
十
七
巻
一
○
五
九
経
（
伊
昌
瞬
閏
騨
○
鼻
荷
国
勘
豊
津
ｇ
冒
湧
）
に
依
れ
ば
、
自
分
自
身

で
十
不
善
業
遁
を
犯
し
た
者
は
死
後
地
獄
に
下
生
す
る
の
み
な
ら
ず
、
他
の
人
を
教
へ
・
て
之
を
犯
さ
し
め
だ
者
も
、
亦
十
不
善
業
道
を
讃

歎
し
た
者
も
、
更
に
亦
之
を
犯
す
の
筵
見
て
心
に
職
喜
を
生
じ
た
者
も
何
れ
も
皆
死
後
地
獄
に
堕
す
と
言
は
れ
、
之
に
反
し
て
十
善
業
道

な
自
か
ら
修
し
た
者
及
び
他
淀
し
て
修
せ
し
め
た
者
或
は
之
を
讃
歎
し
た
者
或
は
之
を
修
す
る
を
見
て
心
に
職
喜
を
生
じ
た
者
は
何
れ
も

皆
死
後
天
上
界
に
生
れ
る
と
説
か
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
依
っ
て
之
を
見
る
に
、
殺
生
等
の
十
業
が
不
善
即
ち
悪
と
稲
せ
ら
れ
る
所
以
は
恐
ら
く
そ
れ
が
悪
趣
の
苦
果
を
受
け
し
め
て
人

人
を
し
て
不
幸
な
ら
し
む
る
が
爲
め
で
あ
り
、
雛
殺
生
等
の
十
業
が
善
と
名
け
ら
る
る
所
以
は
そ
れ
が
人
天
等
の
善
趣
の
樂
果
を
受
け
し

め
て
人
凌
を
幸
禰
な
ら
し
む
る
が
爲
め
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
佛
陀
に
在
り
て
は
塞
臓
即
ち
樂
含
昌
昏
霞
）
を
街
ら
す
も
の
が
善
で
あ
り
、
不

幸
即
ち
苦
含
巳
邑
ｇ
も
と
招
く
も
の
が
悪
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
理
で
あ
る
。
果
し
て
然
ら
ば
何
故
に
幸
頑
を
窟
ら
す
も
の
が
善

で
あ
り
、
不
幸
を
招
く
も
の
が
悪
で
あ
る
か
と
い
へ
ぱ
、
恐
ら
く
我
盈
人
間
の
本
然
的
要
求
と
し
て
苦
を
厭
離
し
て
薬
を
追
求
す
る
所
か

ら
、
斯
か
る
本
然
的
要
求
に
賓
應
す
る
も
の
が
善
で
あ
り
、
そ
れ
に
違
逆
す
る
も
の
が
悪
で
あ
る
と
い
ふ
思
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ら
う
。

從
っ
て
復
た
斯
か
る
見
地
よ
り
す
れ
ば
、
十
善
業
道
の
基
底
を
な
す
無
食
無
旗
無
擬
が
善
と
榊
せ
ら
れ
、
十
不
善
業
道
の
基
底
を
な
す
食

順
擬
竺
一
霧
が
悪
と
名
け
ら
れ
る
所
以
も
容
易
に
理
解
し
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
尚
、
此
の
貧
旗
擬
空
一
誘
十
不
善
業
道
の
基
底
を
爲
す

こ
と
に
就
い
て
は
雑
阿
含
經
第
三
十
七
巻
一
○
四
九
漣
の
所
論
に
明
か
に
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
即
ち

殺
生
に
三
種
あ
り
。
謂
く
貧
よ
り
生
ず
る
が
故
に
と
患
よ
り
生
ず
る
が
故
に
と
擬
よ
り
生
ず
る
と
な
り
。
乃
至
邪
見
に
も
亦
三
種
あ
り
、

1



然
る
に
他
面
佛
陀
に
瀧
へ
ぱ
、
色
受
想
行
識
の
五
穂
は
無
常
法
で
あ
り
、
無
常
な
る
も
の
は
苦
で
あ
り
、
厭
離
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ

り
、
滅
蕊
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
（
雑
阿
含
經
第
一
巻
三
○
経
）
。
故
に
前
述
の
人
天
の
樂
果
と
雌
ど
も
、
そ
れ
が
五
瀧
所
成
の
も
の

た
る
限
り
無
常
で
あ
り
、
從
っ
て
苦
で
あ
り
厭
離
せ
ら
る
べ
き
も
の
た
る
こ
と
は
菟
れ
得
な
い
。
そ
れ
故
に
人
天
の
樂
果
は
之
莚
彼
の
地

減
等
の
三
悪
趣
に
比
ぶ
れ
ば
楽
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
今
第
一
義
諦
の
立
場
か
ら
眺
む
れ
ば
依
然
苦
果
た
る
の
域
を
晩
し
得
な
い
で
あ
ら
う
。

既
に
人
天
の
果
報
が
苦
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
是
れ
が
人
間
の
本
然
的
要
求
の
究
覚
的
對
象
と
な
り
得
な
い
こ
と
は
云
ふ
迄
も
無
い
。

從
っ
て
前
に
は
十
善
業
道
は
人
間
の
本
然
的
要
求
の
對
象
と
し
て
の
樂
果
を
断
ら
す
と
い
ふ
点
で
善
と
名
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
今

や
第
一
義
諦
の
立
場
に
於
て
は
最
早
や
そ
れ
は
通
用
し
得
な
く
な
っ
て
來
る
道
理
で
あ
る
ｂ
是
れ
後
ち
の
小
乗
佛
教
等
で
此
の
十
善
業
這

を
有
漏
善
と
名
け
て
世
俗
的
の
も
の
と
見
倣
し
眞
蛮
究
寛
の
善
た
る
無
漏
善
と
瞳
別
し
た
所
以
で
あ
ら
う
と
恩
ふ
ｏ

〃
。

既
に
斯
く
の
如
く
し
て
十
善
業
道
が
究
覚
の
善
た
り
得
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
一
原
始
佛
教
に
在
つ
画
眞
費
の
善
と
は
果
し
て
何
を
指
す

の
で
あ
ら
う
か
。
今
増
支
部
経
典
第
十
集
百
三
十
六
經
倉
．
画
．
割
昌
Ｈ
弓
．
隈
ご
を
検
す
る
に
善
⑨
不
善
に
關
し
て
次
の
如
く
述
べ
ら

貧
よ
り
生
す
る
と
悪
よ
り
生
ず
る
と
擬
よ
り
生
ず
る
と
な
り
。
雛
殺
生
に
亦
三
種
あ
り
。
不
食
よ
り
生
ず
る
と
不
態
よ
り
生
去
る
と
不

擬
よ
り
生
歩
る
と
な
り
。
乃
至
雛
邪
見
に
亦
三
種
あ
り
、
不
食
よ
り
生
す
る
と
不
惑
よ
り
生
ず
る
と
不
擬
よ
り
生
ず
る
と
な
り
。

以
上
要
之
、
人
天
の
樂
果
を
招
く
も
の
が
善
で
あ
り
、
地
獄
等
の
悪
趣
の
苦
果
を
謝
ら
す
も
の
が
悪
で
あ
る
と
い
ふ
所
謂
る
世
俗
的
幸

禰
や
不
幸
が
善
悪
の
規
準
を
な
す
と
い
ふ
善
悪
槻
が
佛
陀
の
思
想
中
に
も
存
在
し
た
こ
と
は
明
か
で
あ
ら
う
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

れ
て
ゐ
る
。原

始
佛
教
に
於
け
る
善
悪
の
意
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比
丘
等
ょ
。
何
を
か
不
善
と
爲
す
や
。
邪
見
、
邪
思
惟
、
邪
語
、
邪
業
、
邪
命
、
邪
糒
進
、
邪
念
、
邪
定
、
邪
智
、
邪
解
脱
な
り
。

比
丘
等
ょ
。
此
れ
逓
名
け
て
不
善
と
爲
す
な
り
。

比
丘
等
ょ
。
何
を
か
善
と
爲
す
や
。
正
見
、
正
思
惟
、
正
語
、
正
業
、
正
命
、
正
締
進
、
正
念
、
正
定
、
正
智
、
正
解
脱
な
り
。
比

丘
等
ょ
。
此
れ
を
名
け
て
善
と
爲
す
な
り
。

と
。
即
ち
正
見
乃
至
正
解
脱
の
十
正
性
ａ
掌
路
夢
晋
９
９
喜
罰
）
が
善
で
あ
り
、
其
の
反
對
な
る
邪
見
乃
至
邪
解
脱
の
十
邪
性
（
号
麗
額

冒
旨
呂
鼻
罰
）
が
不
善
で
あ
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
何
に
故
に
此
の
十
正
性
が
善
で
あ
り
、
十
邪
性
が
悪
で
あ
る
か
と
い
ふ
点

に
な
る
と
唾
そ
れ
に
開
し
て
は
何
等
の
説
明
も
典
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、
蝋
支
部
経
典
第
十
集
善
良
品
第
十
四
（

罰
号
高
畠
脂
寧
・
夢
言
詐
昏
夢
）
に
於
て
は
十
正
性
を
善
良
（
勘
留
旨
）
、
聖
法
（
胃
鐵
顯
号
画
目
隠
拶
）
、
目
的
（
騨
昏
巴
、
法
包
冒
目
目
色

）
、
無
漏
（
自
剖
顯
爵
）
、
無
過
（
自
身
皇
邑
、
非
煩
苦
（
喜
畠
閏
園
ら
、
損
減
法
（
患
：
鰻
穆
掛
目
農
顧
日
目
顧
）
、
引
樂
法
（

ｍ
巳
昏
員
昌
蔚
邑
浄
ｇ
ｇ
ｇ
、
樂
報
法
（
、
巳
陛
箪
乱
嬉
塾
昌
豊
寧
禽
昌
目
日
簿
）
と
名
け
、
更
に
全
聖
道
品
第
十
五
（
胃
々
顧
冒
斡
脂
冒
陰
開
震

冨
胃
鱒
冒
。
）
に
は
十
正
性
を
聖
這
（
員
曽
恩
侭
唱
）
、
白
道
（
自
営
目
曹
脂
巴
、
正
法
（
ぬ
畠
昌
鴬
恩
目
曹
）
、
善
士
法
（
、
霞
眉
目
勗
顧

‐
畠
胃
旨
目
）
、
應
起
法
（
愚
凰
号
冨
喜
画
‐
屋
．
）
、
應
修
法
（
瀞
の
乱
曾
言
震
‐
屋
．
）
、
應
修
智
法
（
冨
餅
の
雷
喜
呼
号
・
）
、
應
多
修

法
（
冒
冒
厚
弾
暮
冨
，
豊
．
）
、
應
憶
念
法
（
騨
目
ｇ
豊
豊
島
富
‐
自
．
）
、
應
現
證
法
（
ぬ
：
。
ぽ
時
騨
顧
冨
甲
号
．
）
と
名
け
て
居
り
、
之
に

反
し
て
十
邪
性
を
不
善
良
含
、
乱
け
巳
、
非
聖
法
含
ｇ
］
ご
湧
陣
冒
日
９
ｓ
、
非
目
的
（
騨
旨
鼻
凄
巴
、
非
法
（
嵐
盲
目
喝
）
、
有
漏

（
§
診
菖
）
、
有
過
（
の
副
曇
ら
、
煩
苦
（
罰
冨
貝
冨
）
、
積
集
曾
員
冒
對
目
）
、
引
苦
ａ
鳥
匡
冨
骨
暑
霞
）
、
苦
報
ａ
昌
屡
震
‘

乱
忌
冨
）
、
非
聖
這
（
露
屋
胃
ご
胃
巨
侭
噌
）
芯
黒
道
（
冒
侵
胃
匡
侭
唱
）
、
不
正
法
曾
切
嵐
包
冒
貝
属
ｇ
）
、
不
善
士
法
曾
、
息
冒
号
息
冒
冒
》

目
巴
、
不
應
起
官
醇
員
宅
圏
の
冨
喜
己
、
不
應
智
曾
夢
瀞
①
乱
曾
喜
巴
、
不
應
修
習
曾
撃
冒
冒
の
冨
喜
ｇ
、
不
應
多
修
曾
醇
冒
”

一
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冒
嵐
働
冨
与
顧
）
、
不
鵬
憶
念
官
浄
冒
昌
、
ｍ
息
蓄
冨
己
、
不
應
現
證
（
固
浄
ｇ
ｏ
ｏ
厩
屍
騨
号
冨
）
と
名
け
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
従
っ
て
此

れ
等
の
講
義
を
吟
味
す
る
こ
と
に
依
っ
て
尼
桐
耶
に
於
け
る
善
及
び
悪
の
概
念
を
大
体
に
於
て
明
か
に
し
得
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
恩

ふ
の
で
あ
る
。
即
ち
善
と
は
、
眞
賛
（
曽
圏
盲
目
目
夢
）
正
義
（
禽
昌
冒
営
己
清
明
（
呂
唇
邑
填
聖
（
胃
々
ら
善
良
（
勘
昌
曽
）
遼
内

簿
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
此
れ
に
反
し
て
悪
と
は
不
眞
費
（
鼠
員
屋
霞
Ｅ
ｇ
ｓ
不
正
談
（
良
冒
巨
巨
巴
暗
黒
（
冒
昌
己
非
眞
聖
曾
厚

胃
営
巴
不
良
（
患
昌
冒
）
を
其
の
内
容
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
経
典
が
善
を
目
的
（
鼻
凄
ｇ
と
し
悪
を
非
目
的
（
自
鼻
曽
騨
）

と
名
け
た
と
と
は
特
に
注
目
に
侭
ひ
す
る
。
蓋
し
そ
れ
故
に
善
法
は
生
起
せ
ち
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
修
習
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、

現
證
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
に
對
し
て
、
悪
法
は
生
起
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
修
習
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
現
證
す
べ

か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
而
も
其
の
理
由
と
す
る
所
は
、
恐
ら
く
善
渋
は
楽
を
引
起
す
る
も
の
で
あ
る
に
對
し
て
悪
法
は
苦

逓
引
起
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
ら
う
。
而
し
て
其
れ
を
裏
書
き
す
る
も
の
と
し
て
や
．
次
の
如
き
諸
文
を
示
す
こ
と
が
出
來
ろ
。
即
ち

邪
見
乃
至
邪
解
脱
の
人
の
見
に
随
っ
て
回
減
し
執
取
す
る
所
の
身
業
、
語
業
、
意
業
、
恩
、
欲
、
願
、
行
の
一
切
法
は
不
可
梁
、
不

可
愛
鼠
不
可
意
、
不
利
綴
、
苦
に
資
す
。
何
を
以
っ
て
の
故
な
り
や
。
比
丘
等
ょ
。
そ
の
見
悪
け
れ
ば
な
り
。
．
…
。
、

正
見
乃
至
正
解
脱
の
人
の
見
に
随
っ
て
固
滿
し
執
取
す
る
所
の
身
業
、
語
業
、
意
業
、
思
、
欲
、
願
、
行
の
一
切
法
は
可
樂
、
可
愛
、

可
意
、
利
益
、
安
楽
に
費
す
。
何
を
以
っ
て
の
故
な
り
や
。
比
丘
等
ょ
。
其
の
見
善
け
れ
ば
な
り
。
（
傍
．
園
．
閏
．
ｇ
ど

比
丘
等
よ
・
南
國
に
洗
聯
（
農
○
畠
旨
ｅ
と
名
く
る
祭
式
あ
り
。
そ
こ
に
は
食
飲
嘱
食
峨
食
祇
食
飲
料
舞
踏
歌
謡
香
樂
あ
り
。
・
比
丘

等
よ
・
是
く
の
如
き
洗
准
あ
り
、
無
し
と
は
我
は
説
か
ず
。
然
れ
ど
も
彼
の
洗
漉
は
下
劣
穣
法
鄙
法
非
聖
有
害
に
し
て
厭
患
離
食
滅
誰

寂
止
現
證
等
墨
浬
薬
に
喪
せ
ず
。
比
丘
等
ょ
。
我
は
復
た
聖
な
る
洗
潅
を
説
か
ん
。
此
の
洗
樵
は
一
向
厭
患
離
食
滅
霧
寂
止
現
證
等
琵

浬
梁
に
費
す
。
此
の
洗
漉
に
よ
り
て
生
法
あ
る
有
情
は
生
よ
り
解
脱
し
、
老
法
あ
る
有
情
ば
老
よ
り
解
脱
し
、
死
法
あ
る
有
情
は
死
ょ
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以
上
に
依
っ
て
見
る
に
、
十
正
性
は
十
邪
性
及
び
そ
れ
を
縁
と
し
て
生
ず
る
一
切
の
悪
不
善
法
を
減
し
、
或
は
食
腹
擬
の
三
毒
を
識
城

し
漏
識
せ
し
め
て
、
生
老
死
憂
悲
苦
悩
よ
り
解
脱
せ
し
め
可
愛
可
樂
の
最
高
理
想
た
る
等
攝
浬
梁
へ
導
く
と
い
ふ
大
果
大
功
徳
を
有
す
る

も
の
で
あ
り
、
此
れ
と
反
對
に
十
邪
性
は
不
可
樂
不
可
意
不
可
愛
不
利
稀
苦
な
る
生
死
に
導
く
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
燕
に
十
正
性
が
生

老
死
よ
り
解
脱
せ
し
め
て
安
樂
な
る
等
蝿
浬
梁
に
蓑
す
る
が
故
に
善
と
せ
ら
れ
、
十
邪
性
が
苦
な
る
生
死
に
蓑
す
る
が
故
に
悪
と
せ
ら
れ

た
こ
と
は
、
佛
教
の
善
悪
観
の
特
質
を
明
か
に
す
る
上
に
於
て
極
め
て
重
要
な
事
柄
で
あ
る
と
思
郷
ｏ
蕊
し
前
に
は
人
天
の
樂
果
と
い
ふ

世
俗
的
幸
禰
を
招
く
も
の
が
善
で
あ
り
、
之
に
反
し
て
地
職
等
の
悪
趣
の
苦
果
を
招
く
も
の
が
悪
で
あ
っ
た
の
に
比
較
し
て
、
今
は
人
生

の
最
高
目
的
た
る
浬
藥
に
蚕
す
る
も
の
が
善
で
あ
り
、
其
の
反
對
の
生
死
に
賛
す
る
も
の
が
悪
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

蕊
に
佛
教
の
善
悪
槻
の
中
に
は
一
般
道
徳
以
上
の
或
る
も
の
即
ち
宗
教
的
な
も
の
を
含
ん
で
ゐ
る
こ
と
が
槻
取
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
然

ら
ば
何
故
に
浬
藥
に
資
す
る
も
の
が
善
で
あ
り
、
生
死
に
資
す
る
も
の
が
悪
で
あ
ら
う
か
。

り
。
（
怪
．
昌
桝
．
届
ｓ

以
上
に
依
っ
て
見
る
に
、

し
漏
識
せ
し
め
て
、
生
老
死

原
始
佛
教
に
於
け
る
善
悪
の
意
義
二
○

り
解
脱
し
、
愁
悲
苦
蕊
悩
法
あ
る
有
情
は
愁
悲
苦
憂
慨
よ
り
解
脱
す
。
…
．
．
．
如
何
な
る
も
の
が
聖
な
る
洗
瀧
な
り
や
。
．
、
．
…
比
丘
等
よ
。

正
見
あ
ら
ぱ
邪
見
を
洗
潅
し
諾
の
邪
見
を
縁
と
し
て
生
ず
る
数
多
の
悪
不
善
法
を
洗
准
し
、
正
見
を
総
と
し
て
数
多
の
善
法
を
修
習
圓

滿
す
。
乃
至
、
正
解
脱
あ
ら
ぱ
邪
解
脱
を
洗
漉
し
諸
の
邪
解
脱
を
縁
と
し
て
生
渉
場
數
多
の
悪
不
善
法
を
洗
准
し
、
正
解
脱
を
縁
と
↓

て
数
多
の
善
法
を
修
習
圓
滿
す
。
念
．
昌
閏
．
ｇ
ご

比
丘
等
ょ
。
十
法
を
修
習
せ
ぱ
漏
壼
に
費
す
。
何
を
か
十
と
な
す
や
。
正
見
乃
至
正
解
晩
な
り
。
（
い
、
嵐
．
脚
．
届
ｅ
・
‐

．
比
丘
等
ま
。
十
法
に
大
果
大
功
徳
あ
り
。
何
を
か
十
と
爲
す
や
。
正
見
乃
至
正
解
脱
な
り
。
念
．
湧
瞬
』
農
）

比
丘
等
ょ
。
十
法
は
食
欲
調
伏
を
究
認
し
腹
憩
調
伏
を
究
識
し
患
擬
調
伏
を
究
誰
す
。
何
を
か
十
と
な
す
や
。
正
見
乃
至
正
解
脆
な
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①
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目
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ｇ
ｐ
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勢
騨
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●
ｅ

●

骨
９
Ｇ

塁
皇
］
胃
夢
冒
雷
目
国
営
員
ぐ
胃
眉
寧
固
畠
。
嵐
冒
冒

●

●
●

鼬
凰
包
騨
器
淳
旨
胃
冨
巳
急
患
霞
む
騨
域
８
ｍ
寧
旨
言
昌

●

■

の

自
冒
曾
昌
屠
秒
凰
蔚
回
畠
、
辱
腰
回
３
屍
冒
の
冒
冒
〕
．

●

●

●

亭
騨
ぽ
ぽ
騨
屍
犀
丘
題
目
○
画
Ｇ
⑦
彦
夢
風
冒
夢
域
⑦
額
寧
ご
壱
巌
営
詐
震
ご
湾

●

●

自
蔵
冒
巨
夢
鳳
一
陣
昌
彦
§
旨
ご
●
醇
日
且
ご
冨
眉
浄
目
の
言
冒
普
鳴
雷
鱈
浄
号
鼻
眉
澤
命
．
舅
．
島
．
に
》
）

●

●

●

●

此
の
中
、
無
爲
と
は
経
典
ａ
・
国
．
患
．
届
）
の
説
く
所
に
從
へ
ば
「
食
欲
の
壊
滅
、
眼
志
の
壊
滅
患
擬
の
壊
滅
」
を
指
す
の
で
あ
る
。

の
名
稲
で
呼
ん
で
ゐ
る
が
、

無
爲
風
維
極
、
無
漏

興
諦
と
彼
岸
、
巧
妙
、

不
老
、
永
建
、
照
見

無
盤
、
無
職
論
と
寂
》

不
死
、
極
妙
と
幸
禰
‐

ノ
愛
識
、
不
思
議
、
希
圭

無
災
、
無
災
法
と
れ
羽

酋
切
霞
貝
穴
彦
曽
守
騨
貝
嵩
騨
旨
岸
浄
Ｈ

無
災
法
と
れ
浬

無
職
論
と
寂
靜

極
妙
と
幸
禰
と

陣
固
守
津
Ｈ

希
有

此
の
問
題
を
解
決
す
る
爲
め
に
は
浬
薬
に
就
い
て
少
し
く
知
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
阿
含
聖
典
及
び
尼
狗
耶
等
に
は
浬
梁
を
種
麦

名
稲
で
呼
ん
で
ゐ
る
が
、
今
は
便
宜
上
、
相
應
部
經
典
の
雛
頌
を
掲
げ
よ
う
。

原
始
佛
数
に
援
け
る
善
悪
の
意
義

梁
な
り
と
善
逝
に
よ
り
説
か
れ
た
り
。

安
穏

匡
顧
旨
倒
ｍ
露
ご
霞
Ｈ
国

極
難
見

一
一
一

I



従
っ
て
を
れ
は
「
愛
護
』
で
あ
り
「
無
漏
」
で
あ
り
煩
悩
の
「
経
極
」
で
あ
る
。
従
っ
て
叉
煩
悩
の
災
害
無
き
「
無
災
法
」
で
あ
り
、
煩

悩
の
靜
ま
っ
た
「
寂
靜
』
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
「
不
老
、
永
遠
」
の
蕊
界
で
あ
り
、
斯
か
る
境
界
は
「
無
誉
、
無
職
論
、
極
難
見
」
の
「

眞
季
凹
の
世
界
で
、
唯
「
照
見
」
と
の
み
相
應
す
る
「
不
思
議
、
希
有
」
の
境
界
で
あ
る
。
從
っ
て
其
魔
は
此
岸
の
災
害
の
及
ば
な
い
『

安
穏
」
な
る
「
不
死
、
極
妙
、
幸
禰
』
な
「
彼
岸
」
で
あ
る
、
是
れ
が
即
ち
浬
薬
で
あ
る
の
で
あ
る
。
要
言
す
れ
ば
、
煩
悩
の
災
害
の
止

息
せ
る
常
住
安
穏
な
眞
賞
の
境
地
が
浬
薬
で
あ
り
ｂ
此
れ
に
反
す
る
も
の
が
生
死
で
あ
る
。
こ
れ
即
ち
「
生
死
は
最
高
の
苦
な
り
、
浬
梁

は
最
高
の
樂
蔵
り
、
ｇ
昌
陛
留
騨
富
国
９
割
冒
匡
昏
寧
…
・
・
嵐
ご
ご
自
浄
冒
冒
曽
冒
醇
菖
、
巳
昏
浄
忌
」
（
昌
顧
冨
僧
患
鼠
浄
９
ｓ
と
無
せ
ら
る

る
所
以
で
あ
る
。
圃
豐
昌
昏
爵
霞
は
一
般
に
行
即
ち
萬
象
と
課
さ
れ
る
が
、
生
死
と
意
諜
さ
れ
る
こ
と
あ
り
（
大
正
職
、
二
審
四
九
頁
中
）

以
上
一
に
依
っ
て
も
知
ら
る
る
如
く
、
浬
築
は
単
に
膜
悩
が
止
息
し
た
と
い
ぶ
だ
け
の
消
極
的
の
も
の
澄
意
味
す
る
の
で
は
無
く
、
賞
に

ｂ
一

煩
憾
の
束
縛
よ
り
雛
腕
し
て
絶
對
自
由
を
獲
得
し
永
遠
不
死
の
大
生
命
を
体
證
し
て
漱
喜
に
充
ち
流
ち
た
境
地
を
指
す
の
で
あ
る
。
而
し

て
此
れ
は
實
に
我
共
人
間
の
最
高
理
想
が
資
観
せ
ら
れ
た
當
休
に
外
な
ら
な
い
。
然
る
に
前
に
述
べ
た
如
く
、
浬
薬
の
證
得
に
賓
す
る
も

の
が
善
と
名
け
ら
れ
、
こ
れ
に
反
す
る
も
の
が
悪
と
孵
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
可
阿
含
聖
典
に
於
て
は
、
人
間
の
理
想
の
賛
現
に

役
立
つ
も
、
が
善
で
あ
り
、
そ
れ
に
反
す
る
も
の
が
悪
で
あ
る
こ
と
に
な
る
理
で
あ
る
。

既
に
明
か
に
せ
ら
れ
た
如
く
、
浬
梁
は
永
遠
不
死
の
眞
諦
の
境
地
で
あ
る
か
ら
無
常
に
遷
さ
れ
る
こ
と
は
無
４
．
、
從
っ
て
最
高
の
楽
で

あ
る
。
故
に
此
の
最
高
の
桑
に
費
す
る
十
正
性
こ
そ
は
眞
資
の
善
で
あ
り
、
之
に
違
逆
す
る
も
の
は
眞
質
の
悪
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
は

普
通
一
般
の
功
利
的
得
失
に
依
っ
て
善
悪
の
標
準
を
決
定
す
る
功
利
的
道
徳
の
世
界
に
於
け
る
よ
り
以
上
の
高
き
宗
教
的
光
に
照
ら
さ
れ

た
善
悪
槻
で
あ
る
と
考
へ
．
る
。
即
ち
十
正
挫
の
中
の
、
正
見
正
思
惟
に
依
っ
て
正
語
正
業
正
命
を
修
し
て
邪
語
邪
業
邪
命
を
雛
る
る
と
と

、

、

今
は
此
の
諜
語
に
從
ふ
＆

原
始
佛
教
に
於
け
る
韓
悪
の
意
義

一
一
一
一



は
、
彼
の
迦
葉
佛
の
偽
と
辮
せ
ら
る
る
も
の
の
中
の
「
諸
悪
莫
作
」
に
常
り
、
正
糖
進
正
念
正
定
を
修
す
る
こ
と
は
「
諸
善
奉
行
』
に
常

る
こ
ど
は
出
曜
經
の
解
樺
に
よ
っ
て
も
知
ら
る
る
所
で
あ
る
。
叉
正
見
乃
至
正
定
は
八
支
聖
道
と
名
け
ら
れ
解
脆
蛮
現
の
方
法
と
し
て
原

始
佛
教
に
於
て
は
最
も
重
要
硯
せ
ら
れ
る
所
の
も
の
で
あ
る
が
、
就
中
、
正
定
は
前
七
支
を
銃
雛
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
其
の
こ
と
は
相

應
部
経
典
に
「
我
れ
汝
等
に
所
依
あ
り
費
綴
あ
る
聖
正
定
遂
説
か
ん
。
諦
か
に
鑑
け
。
比
丘
等
ょ
。
云
何
な
る
藍
か
所
依
あ
り
費
糧
あ
る

、

聖
正
定
と
爲
す
や
。
謂
く
正
見
正
思
惟
正
語
正
業
正
命
正
精
進
正
念
な
り
。
比
丘
等
ょ
。
此
の
七
麦
と
倶
な
る
心
一
境
性
は
賓
程
あ
り
。

比
丘
等
よ
・
此
の
聖
正
定
を
名
け
て
所
依
あ
り
と
も
養
綴
あ
り
と
も
爲
す
」
急
．
里
．
農
．
罷
）
と
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
に
徴
し
て
も
明
湖

で
あ
る
。
従
っ
て
解
脆
寳
現
の
方
法
た
る
所
以
を
以
っ
て
善
法
と
名
け
ら
れ
た
所
の
八
支
聖
道
が
凡
て
正
定
に
統
罐
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る

か
ら
、
諸
善
奉
行
を
定
産
修
す
る
こ
と
と
解
樺
し
た
の
は
、
営
を
得
た
解
溌
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
更
に
斯
か
る
疋
定
に
よ
り
て
こ
そ
正

砧

智
が
得
ら
れ
通
正
智
に
依
っ
て
煩
悩
を
減
議
し
て
正
解
脱
迩
得
る
時
、
心
が
清
浄
と
な
り
浬
薬
の
證
得
が
蜜
現
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
此

れ
即
ち
「
自
淨
其
意
」
で
あ
る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
十
正
性
の
貸
践
は
諸
悪
莫
作
、
諸
善
奉
行
、
自
淨
其
意
の
蜜
践
に
外
な
ら
な
い
こ
と

に
な
り
、
蕊
に
原
始
佛
教
の
善
悪
槻
が
道
徳
以
上
の
領
域
に
迄
商
め
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
窺
は
れ
る
の
で
あ
る

凋
虐
９
塁
蔵
）
に
は

最
後
に
然
ら
ば
斯
か
る
眞
資
の
善
及
び
悪
た
る
十
正
性
及
び
十
邪
性
は
如
何
に
し
て
生
ず
る
か
、
と
い
ふ
に
増
支
部
經
典
（
唇
．
国
．

比
丘
等
ょ
。
無
明
を
先
と
爲
し
て
不
善
法
碇
成
就
し
随
っ
て
無
伽
無
塊
あ
り
。
比
丘
等
よ
・
無
明
無
智
あ
ら
ぱ
邪
見
生
歩
。
邪
兇
あ

ら
ぱ
邪
思
惟
生
ず
動
乃
至
邪
智
あ
ら
ぱ
邪
解
脱
生
ず
る
な
り
。
比
丘
等
ょ
。
明
を
先
と
爲
し
て
善
法
を
成
就
し
随
っ
て
蹴
塊
あ
り
。

〆

原
始
佛
激
に
澱
け
る
善
悪
吻
意
義

四
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一
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比
丘
等
ょ
。
明
あ
り
智
あ
ら
ぱ
正
見
生
ず
。
正
見
あ
ら
ぱ
正
思
惟
生
ず
。
乃
至
、
正
智
あ
ら
ぱ
解
脱
生
ず
る
な
り
。

と
説
い
て
ゐ
る
か
ら
、
明
（
昼
重
が
十
正
性
の
生
起
す
る
基
で
あ
り
、
無
明
（
胃
菩
）
が
十
邪
性
生
起
の
源
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

然
し
て
此
の
こ
と
を
更
に
一
膳
明
白
に
述
べ
た
の
が
雑
阿
含
經
第
二
十
八
巻
（
七
五
○
経
）
の
文
で
あ
ら
う
。
即
ち

若
比
丘
。
諸
悪
不
善
法
生
、
一
切
皆
以
二
無
明
一
爲
二
根
本
｜
、
無
明
集
、
無
明
生
、
無
明
起
。
所
以
者
何
。
無
明
者
無
知
。
於
二
善
不

善
法
一
不
二
如
資
卸
。
有
罪
無
罪
、
下
法
上
法
、
染
汚
不
染
汚
、
分
別
不
分
別
、
縁
起
非
縁
起
不
二
如
蛮
卸
。
不
二
如
賞
知
｝
故
起
二
於
邪

見
一
。
起
二
於
邪
皇
已
能
起
二
部
邪
語
邪
業
邪
命
邪
方
便
邪
念
邪
定
一
。

若
諸
善
法
生
一
切
皆
明
爲
二
根
本
一
。
明
集
‐
明
生
、
明
起
。
明
於
二
善
不
善
法
一
如
實
知
。
有
罪
無
罪
、
親
近
不
親
近
、
卑
法
勝
法
、

穣
汚
白
淨
、
有
分
別
無
分
別
、
縁
起
非
縁
起
悉
如
實
知
。
如
實
知
者
是
期
正
見
ｏ
正
見
者
能
起
室
正
志
正
語
正
業
正
命
正
方
便
正
念
正

定
一
。
正
定
起
已
聖
弟
子
得
三
正
解
二
脆
賃
悪
擬
一
・
貧
惑
凝
解
脱
已
聖
弟
子
得
二
正
知
見
一
。

４

以
上
に
依
っ
て
見
る
と
、
明
は
あ
ら
ゆ
る
善
法
の
根
源
で
あ
り
、
無
明
は
一
切
悪
法
の
根
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

其
の
明
と
は
善
ぶ
善
法
乃
至
縁
起
非
縁
起
を
如
蜜
に
知
る
こ
と
で
あ
り
へ
無
明
と
は
そ
れ
等
を
如
麓
に
知
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
る
。
從
っ
て

善
悪
の
根
源
は
蜜
に
如
賞
に
知
る
や
否
や
の
智
に
在
り
と
い
ふ
と
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

筒
、
相
應
部
経
典
田
．
塁
．
ぐ
巳
．
嵐
や
馬
）
に
は

比
丘
等
ょ
。
無
明
に
賂
り
し
人
に
し
て
、
若
し
禰
行
と
な
さ
ぱ
其
の
識
は
順
に
趣
く
。
若
し
非
禰
行
を
爲
さ
ば
識
は
非
禰
に
趣
く
。

若
し
不
動
行
を
爲
さ
は
識
は
不
動
に
趣
く
。
比
丘
等
ょ
。
比
丘
に
し
て
無
明
を
捨
て
て
明
生
ぜ
ん
に
は
、
彼
れ
は
無
明
を
離
れ
明
生
ず

る
が
故
に
禰
行
を
篤
す
こ
と
無
く
、
非
禰
行
を
篤
す
こ
と
無
く
愈
不
勤
行
と
爲
す
こ
と
無
し
（
雑
阿
含
經
第
十
二
巻
参
照
）

と
述
べ
て
ゐ
る
。
此
の
中
無
明
を
縁
と
し
て
非
幅
行
を
爲
す
こ
と
は
直
ち
に
理
解
し
得
る
も
、
可
愛
可
樂
の
果
を
招
く
編
行
及
び
不
動
行

原
始
佛
救
に
於
け
る
斡
悪
の
窓
義

ｰ
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を
爲
す
こ
と
は
理
解
し
難
い
様
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
可
愛
の
果
を
招
く
業
は
善
で
あ
り
、
叉
前
掲
の
縫
文
に
從
へ
ぱ
一
切
の
善
は
明
を

縁
と
し
て
生
ず
と
説
か
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
惟
ふ
に
幅
行
及
び
不
動
行
は
即
ち
有
漏
善
に
し
て
（
法
瀧
足
論
第
十
一
巻
参
照
）
假
使

可
愛
可
樂
の
人
天
の
果
報
を
招
く
に
し
て
も
、
こ
れ
は
依
然
と
し
て
輪
廻
の
範
園
に
馬
す
る
限
り
、
無
常
で
あ
り
、
苦
で
あ
る
。
從
っ
て

最
高
梁
た
る
解
脱
浬
梁
を
理
想
と
す
る
佛
教
に
於
て
は
、
宗
教
的
に
は
悪
で
あ
る
と
い
ふ
立
場
か
ら
、
無
明
を
縁
と
ず
る
と
誘
い
た
の
で

あ
ら
う
。
從
っ
て
解
脱
浬
薬
を
最
高
理
想
と
す
る
も
の
は
、
假
使
可
樂
の
果
を
招
く
禰
行
及
び
不
動
行
で
あ
っ
て
も
之
れ
を
爲
す
べ
き
に

非
ら
ざ
る
こ
と
は
云
ふ
迄
も
無
い
。
相
應
部
経
典
が
前
掲
の
文
に
引
き
艘
い
て

比
丘
等
ょ
。
そ
を
如
何
に
思
惟
す
る
や
。
漏
霧
の
比
丘
も
亦
禰
行
を
爲
す
と
せ
ん
や
、
若
し
く
は
非
禰
行
、
若
し
く
は
不
動
行
を
爲

す
と
せ
ん
や
、
と
。
大
徳
ょ
。
此
の
こ
と
無
し
、
，
と
。

と
説
い
て
ゐ
る
の
は
蓋
し
斯
の
間
の
消
息
を
物
語
る
も
の
で
あ
ら
う
。
此
れ
に
依
っ
て
考
へ
て
見
て
も
、
原
始
佛
教
に
於
て
は
可
樂
の
果

▽

を
招
く
行
を
一
往
善
と
許
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
飽
く
ま
で
世
間
一
般
の
譜
は
ぱ
道
徳
的
善
で
あ
っ
て
、
決
し
て
第
一
義
諦
の
善
で
は

な
く
、
眞
蜜
第
一
義
諦
の
善
即
ち
宗
教
的
善
は
直
接
浬
梁
の
没
現
に
姿
す
る
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
但
し
世
間
的

善
も
総
て
宗
教
的
善
に
統
誌
せ
ら
る
る
時
に
は
是
認
せ
ら
れ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
所
で
あ
る
。
〔
昭
和
一
八
・
二
・
ろ

原
始
佛
激
に
於
け
る
轆
悪
の
意
識

、
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、


